














作用して自らも崩壊し， precursor proteinを経て元の蛋白質に合成されて行く. この場合第二
の基質が存在すればこれ仁作用する酵素に転化する.Phaff (1947)は Penicilliumchrysogenium 




















培養基の組成ーペクチン酸1%， MgSO， 7 H20 0.05%，窒素源0.087%(窒素の含有量)，
KH2PO， 0.2%， NaH2PO，と Na2HPO，を燐酸の全濃度が0.0573molとなり， pHが7.0と
なるよう仁加えた. ぺブトン加水分解生成物はペブトツ〈片山ペブトツ)10g仁10%のHzSO，溶











































































ア見ノマラギ V 酸 9.0 0.060 0.25 
グルダミジ酸 7.0 0.013 0.13 
，、 7" ト ン 7.0 0.046 0.12 
，、 ク チ ;< 酸 6.8 0.115 0.87 
第 4表 アルコ【 Jレの種類と酵素の産生
pH 吸光度 N/50 h消費量
メ'チルアルョール 7.0 。 。
z チルアルョール 6.9 0.028 0.01 
プチルアルョール 7.0 。 。
ゲ リ セ リ 品〆 6.9 0.084 。
，、 ク チ ;< 酸 6.9 0.130 0.84 
ll. アルコール エチルアルコール，グリセリγには繁殖するけれども， PGはほとんE産生きれな
第 5表 糖の種類と酵素の産生
pH 吸光度 Nj50 h消費量
D-キ V 1='! 戸ズ 6.2 0.072 0.01 
L-アラピノ戸ズ 6.8 0.094 0.21 
L-ラ ムノ - :t 5.8 0.091 0.17 
D-タ- JI〆ヨ ーズ 6.3 0.093 0.13 
D--qo ンノ ー犬 5.6 0.151 0.22 
D-:b'ラタトーズ 6.0 0.105 0.34 
D-プヲクトーズ 6.4 0.085 0.17 
ラ !/ ト 戸 ズ 6.0 0.100 0.38 
U ユウク官ーズ 6.4 0.107 0.26 
セロピオーズ 6.4 0.128 0.42 
『司， ;< 一 、y ト 6.4 0.092 0.23 
Dー グルキユ甘 V 酸 6.8 0.079 0.09 
D-:b'ラクチユ甘ン酸 6.6 0.076 0.68 
デキ z トリン 7.0 0.013 。
トラガカント f ム 7.0 0.061 0.25 
，、 ク チ ;y 殴 6.8 0.120 0.94 
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iv.構 類 十数種の供試情蹟の中でペクチツ酸とガラクチユ口ソ酸がPGの産生を顕著に
促進した(第5表). dulzit. D-sorbit. D官lucuron酸，麦芽情， トロロアオイ粘質物〈トロロ
アオイ粘質物を 1350Cで30分間加熱し硫酸銅を加えて泌澱させたトロロアオイ粘質物の骨絡物
質〉には繁殖しなかった.
v.ペクチツ酸の濃安 ペクチン酸の濃安0.5%と1%の聞ではあまり差異ヨ認められない. 0.3 
μ以下では菌の繁殖が悪くなった〈第6表〉
第6表 ぺクチン酸の濃度と酵素のE量生
pH 吸光度 N/50 I!消費量
1 % 6.2 0.084 0.72 
0.7 6.4 0.075 0.71 
0.5 6.8 0.082 0.78 
0.3 6.8 0.067 0.53 





pH 吸光度 Nj50 h消費量
D-jf ヲタチユ甘 V 酸 7.0 0.073 0.25 
.，jf ラタ+ユロ V 酸 7.2 0.060 0.25 
“テトラガラクチユ同ン酸b" 6.8 0.080 0.23 
，司、 ク チ y 習量 6.4 0.099 0.58 
粘 液 酸 7.8 0.060 0.31 
第 8表 炭素源の種類と酵素の産生
pH 吸光度 Nj5012消費量
リ ~ ;cr 酸 9.0 0.060 0.35 
グ リ セ り Z〆 6.8 0.086 0.06 
jf ラク トーズ 6.0 0.102 0.22 
jfラタチユr. ~酸 6.8 0.115 0.22 
粘 被 陵 7.8 0.068 0.26 
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